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LTK; TYK1; Leukocyte tyrosine kinase receptor; Protein tyrosine kinase 1
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	白血球受容体チロシンキナーゼ(LTK) Homo sapiens この遺伝子によってコードされるタンパク質は、チロシンキナーゼのros/インスリン受容体ファミリーのメンバーです。タンパク質のチロシン特異的リン酸化は、細胞の成長と分化につながる多様な経路を制御する鍵となります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2008年10月],代替産物:追加のアイソフォームが存在するようです,触媒活性:ATP + a [タンパク質]-L-チロシン = ADP + a [タンパク質]-L-チロシンリン酸。,機能:このタンパク質の正確な機能は不明です。おそらく、チロシンタンパク質キナーゼ活性を持つ受容体です。,類似性:タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。Tyrタンパク質キナーゼファミリー。インスリン受容体サブファミリー。,類似性:1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,組織特異性:非造血細胞株およびT細胞株とB細胞株で発現する。,
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	シグナル伝達、タンパク質リン酸化、チロシンキナーゼ、受容体チロシンキナーゼ、成長因子/ホルモン、インスリン/インスリン様物質、代謝、エネルギー代謝、経路とプロセス、代謝シグナル伝達経路、エネルギー伝達経路
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	LTK抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	LTK 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

